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平成 27 年４月 13 日 

各  位 
会 社 名 株 式 会 社 石 井 表 記 
代表者名 代表取締役 石 井  峯 夫 
（コード番号 ６３３６ 東証第２部）

問合せ先
取 締 役 
管理本部長 渡 邊  伸 樹 

（ＴＥＬ ０８４－９６０－１２４７）

 

 

（訂正）「平成 26 年１月期 第２四半期決算短信[日本基準]（連結）」の 

一部訂正について 
 

  平成25年９月12日に開示いたしました「平成26年１月期 第２四半期決算短信[日本基準]（連結）」

について、訂正がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．訂正理由 

   訂正理由につきましては、本日、別途開示いたしました「過年度決算短信等の訂正および平成 27

年１月期決算短信の開示が期末後 50 日を超えたことに関するお知らせ」をご参照ください。 

 

２．訂正内容 

  訂正箇所には下線を付しております。 
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＜サマリー情報＞ 

（訂正前） 

１．平成 26 年１月期第２四半期の連結業績（平成 25 年２月１日～平成 25 年７月 31 日） 

 （１）連結経営成績（累計）                     （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 

26 年１月期第２四半期 

25 年１月期第２四半期 

百万円 

3,320 

3,980 

％

△16.6

△52.0

百万円

9

△166

％

－

－

百万円

△13

△258

％ 

－ 

－ 

百万円 

33 

309 

％

△89.1

－

（注）包括利益  26 年１月期第２四半期 101 百万円（△66.7％） 25 年 1 月期第２四半期 305 百万円（－％） 

（省略） 

 

（訂正後） 

１．平成 26 年１月期第２四半期の連結業績（平成 25 年２月１日～平成 25 年７月 31 日） 

 （１）連結経営成績（累計）                     （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 

26 年１月期第２四半期 

25 年１月期第２四半期 

百万円 

3,320 

3,980 

％

△16.6

△52.0

百万円

11

△166

％

－

－

百万円

△13

△258

％ 

－ 

－ 

百万円 

33 

309 

％

△89.1

－

（注）包括利益  26 年１月期第２四半期 101 百万円（△66.7％） 25 年 1 月期第２四半期 305 百万円（－％） 

（省略） 
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＜添付資料＞ 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

（訂正前） 

（省略） 

このような環境下において、当社グループは市場動向を見極めながら積極的に営業展開を行い、顧客ニーズ

に応えるべく製品等の改良施策を推進してまいりましたが、当第２四半期連結累計期間の売上高は 33 億 20 百

万円（前年同期比 16.6％減）となり、営業利益は９百万円（前年同期は１億 66 百万円の営業損失）、経常損失

は 13 百万円（前年同期は２億 58 百万円の経常損失）となりましたが、投資有価証券売却益を計上したことな

どから四半期純利益は 33 百万円（前年同期比 89.1％減）となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（中略） 

（ディスプレイおよび電子部品）  

 パチスロ機の人気も一度は回復したものの、当社得意先の営業戦略の影響もあり、当社グループの販売は

減少いたしました。 

 国内需要の不振や中国市場の停滞により工作機械および産業用機械市場に停滞が見られましたが、当社ス

イッチパネルの販売は微増となりました。 

 その結果、売上高は15億59百万円（前年同期比31.6％減）、営業利益は69百万円（前年同期比65.3％減）

となりました。 

（省略） 

 

（訂正後） 

（省略） 

このような環境下において、当社グループは市場動向を見極めながら積極的に営業展開を行い、顧客ニーズ

に応えるべく製品等の改良施策を推進してまいりましたが、当第２四半期連結累計期間の売上高は 33 億 20 百

万円（前年同期比 16.6％減）となり、営業利益は 11 百万円（前年同期は１億 66 百万円の営業損失）、経常損

失は 13 百万円（前年同期は２億 58 百万円の経常損失）となりましたが、投資有価証券売却益を計上したこと

などから四半期純利益は 33 百万円（前年同期比 89.1％減）となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（中略） 

（ディスプレイおよび電子部品）  

パチスロ機の人気も一度は回復したものの、当社得意先の営業戦略の影響もあり、当社グループの販売は減

少いたしました。 

国内需要の不振や中国市場の停滞により工作機械および産業用機械市場に停滞が見られましたが、当社スイ

ッチパネルの販売は微増となりました。 

その結果、売上高は 15 億 59 百万円（前年同期比 31.6％減）、営業利益は 71 百万円（前年同期比 64.3％減）

となりました。 

（省略） 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（省略） 

  ② キャッシュ・フローの状況 

（訂正前） 

（省略） 

【営業活動によるキャッシュ・フロー】  

営業活動の結果得られた資金は２億75百万円（前年同四半期は３億41百万円の使用）となりました。主

要な増加要因は減価償却費１億80百万円であり、主要な減少要因はたな卸資産の増加額51百万円でありま

す。 

【投資活動によるキャッシュ・フロー】  

投資活動の結果得られた資金は１億75百万円（前年同期比119.0％増加）となりました。主要な増加要因

は投資有価証券の売却による収入１億17百万円、有価証券の売却による収入１億円であり、主要な減少要

因は有形固定資産の取得による支出44百万円であります。 

（省略） 

 

（訂正後） 

（省略） 

【営業活動によるキャッシュ・フロー】  

営業活動の結果得られた資金は２億77百万円（前年同四半期は３億41百万円の使用）となりました。主

要な増加要因は減価償却費１億80百万円であり、主要な減少要因はたな卸資産の増加額51百万円でありま

す。 

【投資活動によるキャッシュ・フロー】  

投資活動の結果得られた資金は１億73百万円（前年同期比116.6％増加）となりました。主要な増加要因

は投資有価証券の売却による収入１億17百万円、有価証券の売却による収入１億円であり、主要な減少要

因は有形固定資産の取得による支出44百万円であります。 

（省略） 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

（訂正前） 

（単位：千円）

       前連結会計年度 

(平成25年１月31日) 

当第２四半期連結会計期間

(平成25年７月31日) 

資産の部     

  （中略）     

    投資その他の資産     

      その他 2,146,442 2,043,777
      貸倒引当金 △1,695,207 △1,689,530
      投資その他の資産合計 451,234 354,246
    固定資産合計 5,479,562 5,276,131
  資産合計 10,730,776 10,437,149
  （省略）     

 
（訂正後） 

（単位：千円）

       前連結会計年度 

(平成25年１月31日) 

当第２四半期連結会計期間

(平成25年７月31日) 

資産の部     

  （中略）     

    投資その他の資産     

      その他 2,146,843 2,046,111
      貸倒引当金 △1,695,608 △1,691,864
      投資その他の資産合計 451,234 354,246
    固定資産合計 5,479,562 5,276,131
  資産合計 10,730,776 10,437,149
  （省略）     
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

（訂正前） 

（単位：千円）

   
前第２四半期連結累計期間

(自 平成24年２月１日 

 至 平成24年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年２月１日 

 至 平成25年７月31日) 

売上高 3,980,849 3,320,567

売上原価 2,982,959 2,460,954

売上総利益 997,890 859,612

販売費及び一般管理費 1,164,058 850,169

営業利益又は営業損失（△） △166,168 9,442

（中略）     

営業外費用     

  支払利息 49,331 61,132
  減価償却費 27,770 27,898
  遅延損害金 58,342 －
  その他 10,164 2,571
  営業外費用合計 145,608 91,602

経常損失（△） △258,009 △13,786

（省略）     

 

（訂正後） 

（単位：千円）

   
前第２四半期連結累計期間

(自 平成24年２月１日 

 至 平成24年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年２月１日 

 至 平成25年７月31日) 

売上高 3,980,849 3,320,567

売上原価 2,982,959 2,460,954

売上総利益 997,890 859,612

販売費及び一般管理費 1,164,058 848,236

営業利益又は営業損失（△） △166,168 11,376

（中略）     

営業外費用     

  支払利息 49,331 61,132
  減価償却費 27,770 27,898
  遅延損害金 58,342 －
 貸倒引当金繰入額 － 1,933
  その他 10,164 2,571
  営業外費用合計 145,608 93,535

経常損失（△） △258,009 △13,786

（省略）     
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（訂正前） 

（単位：千円）

   
前第２四半期連結累計期間

(自 平成24年２月１日 

 至 平成24年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年２月１日 

 至 平成25年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 323,183 51,154
  減価償却費 229,442 180,586
  貸倒引当金の増減額（△は減少） 595,287 △6,159
   （中略） 
  小計 △341,760 340,128
  （中略） 
  営業活動によるキャッシュ・フロー △341,190 275,382

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有価証券の売却による収入 － 100,000
  有形固定資産の取得による支出 △62,098 △44,878
  有形固定資産の売却による収入 1,612 754
  無形固定資産の取得による支出 △2,274 △1,234
  投資有価証券の取得による支出 △1,299 △1,201
  投資有価証券の売却による収入 125,636 117,991
  貸付けによる支出 － △2,500
  貸付金の回収による収入 2,700 920
  定期預金の払戻による収入 18,500 －
  その他 △2,723 5,464
  投資活動によるキャッシュ・フロー 80,052 175,316
  （省略） 
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（訂正後） 

（単位：千円）

   
前第２四半期連結累計期間

(自 平成24年２月１日 

 至 平成24年７月31日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年２月１日 

 至 平成25年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 323,183 51,154
  減価償却費 229,442 180,586
  貸倒引当金の増減額（△は減少） 595,287 △4,225
   （中略） 
  小計 △341,760 342,062
  （中略） 
  営業活動によるキャッシュ・フロー △341,190 277,315

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有価証券の売却による収入 － 100,000
  有形固定資産の取得による支出 △62,098 △44,878
  有形固定資産の売却による収入 1,612 754
  無形固定資産の取得による支出 △2,274 △1,234
  投資有価証券の取得による支出 △1,299 △1,201
  投資有価証券の売却による収入 125,636 117,991
  貸付けによる支出 － △4,433
  貸付金の回収による収入 2,700 920
  定期預金の払戻による収入 18,500 －
  その他 △2,723 5,464
  投資活動によるキャッシュ・フロー 80,052 173,383
  （省略） 
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（５）セグメント情報等 

（訂正前） 

（省略） 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成 25 年２月１日 至 平成 25 年７月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

報告セグメント 

  電子機器部
品製造装置 
（千円） 

ディスプレ
イおよび電
子部品 
（千円） 

計 
（千円）

その他 
（千円）
（注）１

合計 
（千円） 

調整額 
（千円） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（千円） 
（注）２ 

売上高    

(1) 外部顧客への売上高 1,755,180 1,559,281 3,314,462 6,105 3,320,567 － 3,320,567

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － －

計 1,755,180 1,559,281 3,314,462 6,105 3,320,567 － 3,320,567

セグメント利益又は損失

（△） 
△80,634 69,886 △10,747 20,190 9,442 － 9,442

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽電池ウェーハ事業

であります。 

２．セグメント利益又は損失の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

（省略） 

 

（訂正後） 

（省略） 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成 25 年２月１日 至 平成 25 年７月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

報告セグメント 

  電子機器部
品製造装置 
（千円） 

ディスプレ
イおよび電
子部品 
（千円） 

計 
（千円）

その他 
（千円）
（注）１

合計 
（千円） 

調整額 
（千円） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（千円） 
（注）２ 

売上高    

(1) 外部顧客への売上高 1,755,180 1,559,281 3,314,462 6,105 3,320,567 － 3,320,567

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － －

計 1,755,180 1,559,281 3,314,462 6,105 3,320,567 － 3,320,567

セグメント利益又は損失

（△） 
△80,634 71,820 △8,814 20,190 11,376 － 11,376

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽電池ウェーハ事業

であります。 

２．セグメント利益又は損失の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

（省略） 

 

以上 


